
Ⅶ－程１４７－１ 

 

埼玉県立大学履修証明プログラムに関する規程 

令和３年８月２日 

規程第１４７号 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０５条及び学校教育法施行規則（昭

和２２年文部省令第１１号）第１６４条の規定に基づき、埼玉県立大学（以下「本学」という。）の学

生以外の者を対象とした特別の課程を編成し、これを修了した者に対して修了の事実を証する証明書

（以下「履修証明書」という。）を交付することができる履修証明プログラムに関し必要な事項を定め

る。 

（開設） 

第２条 履修証明プログラムは、体系的な知識・技術等の修得を目指す課程として開設されるものとす

る。 

２ 共通教育科、学科、研究科及び各センター（埼玉県立大学学則（平成２２年４月１日規則第１号。

以下「学則」という。）第７条から第９条の３までに定めるセンターをいう。）（以下「部局」という。）

は、前項の履修証明プログラムを開設することができる。 

３ 部局の長は、第１項の履修証明プログラムを開設しようとするときは、履修証明プログラム開設計 

画書（別記様式第１）を作成し、学長の承認を得るものとする。履修証明プログラム開設計画書の内 

容を変更しようとするとき、又は履修証明プログラムを廃止しようとするときも同様とする。 

 （編成の要件） 

第３条 履修証明プログラムは、本学が開講する講習若しくは授業科目又はこれらの一部により体系的

に編成するものとする。 

２ 履修証明プログラムの総時間数は、６０時間以上とする。 

３ 履修証明プログラムの講習若しくは授業科目を担当する者は本学の教員とする。ただし、学長が必

要と認める場合は、本学の事務職員又は学外の者に委嘱することができる。 

（履修資格） 

第４条 履修証明プログラムを履修することができる者は、学則第５４条又は学則第７２条に規定する

本学への入学資格を有する者の中から、履修証明プログラムを開設する部局の長が定めるものとする。 

（受講料） 

第５条 履修証明プログラムの受講料に関し必要な事項は、学長が定める。 

（単位が付与される履修証明プログラムの履修） 

第６条 単位が付与される履修証明プログラムを履修する者は、埼玉県立大学研究生、科目等履修生及

び聴講生規程（平成２２年４月１日規程第９１号）又は埼玉県立大学大学院科目等履修生規程（平成

２２年４月１日規程第９９号）に基づき、科目等履修生として出願し、入学の許可を受けなければな

らない。 

（公表） 

第７条 履修証明プログラムを開設する部局の長は、当該履修証明プログラムの名称、目的、総時間数、

履修資格、定員、内容、講習又は授業の方法、修了要件、受講料、その他必要事項を公表するものと

する。公表後に履修証明プログラムの内容に変更が生じた場合も同様とする。 
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（履修証明書） 

第８条 学長は、履修証明プログラムを修了した者に対し、履修証明書を交付する。 

２ 履修証明書の様式は、別記様式第２のとおりとする。  

（記録の作成及び管理） 

第９条 開設部局の長は、履修証明プログラムの履修者の履修の記録その他必要な事項に関する記録（別

記様式第３）を作成し、学長に報告しなければならない。 

２ 学長は、前項の報告を受けた場合は、当該記録を適正に管理しなければならない。 

（雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、履修証明プログラムの実施に関し必要な事項は、学長が別に

定める。 

附 則 

（施行期日） 

 この規程は、令和３年８月２日から施行し、令和３年４月１日以降に開設される履修証明プログラム

から適用する。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、令和６年１１月１日から施行する。 
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別記様式第１（第２条第３項関係） 

                                      年  月  日 

 

  学 長 様 

 

                 （部局長名） 

 

 

履修証明プログラム開設計画書について 

 

埼玉県立大学履修証明プログラムに関する規程第２条第３項の規定に基づき、履修証明プログラム開

設計画書を提出します。 

 

開設部局名   

実施責任者  

プログラムの名称  

プログラムの目的及び内容 

１）目的 

２）内容 

（編成方針等） 

３）修了後に身に付く能力 

４）履修証明を行う社会的な意義 

 

履修資格  

定 員  

開催期間  

総時間数  

修了要件  

受講料  

開 設 科 目 等 

講習又は講義科目名 
講習・講義 

形   態 
時間数 担当教員等 

 

 

 

 

 

 

   

※ 講習及び講義科目については、その講習内容又は講義科目内容を添付すること。 
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別記様式第２（第８条第２項関係） 

 

第    号 
 
 

履修証明書 
 
 

氏 名 
 

年  月  日生 
 
 
 

学校教育法第１０５条の規定に基づき、所定の下記プログラムを 

修めたことを証明する。 
 
                記 
 

プログラムの名称 
 
 

プログラムの概要 
 
 
 
 

 
プログラムの修了時間 

 
 
 

年  月  日 
 
 
 

埼玉県立大学長      印 
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別記様式第３（第９条第１項関係） 

履修証明プログラム履修記録 

プログラム名  

開設部局名  

受 講 者 

フリガナ  

氏 名  

生年月日等 
           年   月   日生 

（ 男 ・ 女 ） 年齢  

住 所 
〒   －         TEL   －   － 

              携帯   －   － 

E-mail  

プログラムの受講状況 

科 目 名 受講時間 出欠 備 考 

    

    

    

    

    

    

    

             

    

    

    

修了判定  

 

修了年月日 年  月  日 

履修証明書番号  

 


